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午後５時開会 

○教育長 ただいまから、本年第１２回足立区教育委員会定

例会を開会いたします。 

  本日の出席委員数は、定足数であります。よって会議は

成立いたします。 

  それでは、これより審議に入ります。 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

○教育長 初めに、本日の会議録署名員の指名をいたします。

本日の会議録署名に杉田委員、小池委員を指名いたします

ので、よろしくお願いいたします。 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

○教育長 それでは日程第１、第７４号議案を議題といたし

ます。 

  庶務係長。 

○庶務係長 日程第１、第７４号議案 足立区地域学習セン

ター条例施行規則の一部を改正する規則。 

  以上。 

○教育長 第７４号議案について、和泉地域のちから推進部

長から説明をお願いいたします。 

  地域のちから推進部長。 

○地域のちから推進部長 それでは、資料の３ページをお開

きいただきたいと思います。「第７４号議案説明資料」で

ございます。こちらにつきましては、足立区地域学習セン

ター条例施行規則の一部を改正する規則ということでご

ざいます。 

  改正の理由が３点ございまして、まず１点目が、東和地

域学習センター大規模改修によりまして、第４学習室の廃

止、レクリエーションホールができましたので、貸出施設

のレイアウト変更というものがあります。その結果、料金

変更があります。 

  それから（２）でございますが、付帯設備の１６ミリ映

写機については、老朽化に伴いまして廃止ということでご

ざいます。 

  それから（３）ですが、「教養室」という名称にしてお

りましたが、条例に合わせまして、「教養室（和室）」とい

う表記に変更をするという３点でございます。 

  主な改正内容ですけれども、施設使用料が第１学習室か

ら記載のとおりでございます。 

  なお、４ページ以降に新旧対照表がついていますので、

お目通しいただけたらと思います。 

  施行年月日は２９年６月１日。 

  この後、区民委員会に報告しまして、区民の皆様に周知

を行っていく予定でございます。 

  よろしくご審議のほど、お願いいたします。以上でござ

います。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより本案の

審議に入ります。 

  第７４号議案について、ご質問・ご意見がありましたら

委員のご発言をお願いいたします。 

  何か質疑はありますか。よろしいですか。 

（なし） 

  無いようですので、これより第７４号議案 足立区地域

学習センター条例施行規則の一部を改正する規則を採決

いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者挙手） 

  挙手全員であります。よって本案は原案のとおり議決す

ることにいたします。 

  和泉地域のちから推進部長はここで退席させていただ

きます。 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

○教育長  次に、日程第２、第７５号議案を議題といたし

ます。 

  庶務係長。 

○庶務係長 日程第２、第７５号議案 足立区幼稚園教育職

員の給与に関する条例施行規則の一部を改正する規則。 

  以上。 

○教育長 第７５号議案について、鳥山子ども家庭部長から

説明をお願いいたします。 

  子ども家庭部長。 

○子ども家庭部長 １３ページをお開きいただきたいと思
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います。第７５号議案の説明資料でございます。 

  件名・所管部課名につきましては記載のとおりでござい

ます。 

  人事給与システムの入れ替えに伴いまして、職員別給与

簿を改める必要が生じましたので、様式について一部改正

を行うものでございます。 

  職員別給与簿につきましては前のページ、１１ページに

ございます。こういったものに変えるというものでござい

ます。 

  施行年月日につきましては平成２９年１月１日でござ

います。 

  新旧対照表は１４ページに記載のとおりでございます。 

  以上です。よろしくお願いいたします。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより本案の

審議に入ります。 

  第７５号議案について、ご質問・ご意見がございました

ら、ご発言をお願いいたします。何か質疑はありますか。 

  よろしいですか。 

（なし） 

  無いようですので、これより第７５号議案 足立区幼稚

園教育職員の給与に関する条例施行規則の一部を改正す

る規則を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者挙手） 

  挙手全員であります。よって本案は原案のとおり議決す

ることにいたします。 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

○教育長 次の日程第３、第７６号議案は足立区教育委員会

会議規則第１４条第１項のただし書きによる人事に関す

る件でありますので、非公開の会議といたしたいと思いま

す。 

  お諮りいたします、第７６号議案につきまして非公開と

することに賛成の方の挙手をお願いいたします。 

（賛成者挙手） 

  挙手全員であります。よって、この第７６議案について

は非公開とさせていただきます。 

  傍聴人の方は、大変申しわけありませんけれども、議場

より退席をお願いいたします。しばらくお待ちください。 

 

（傍聴人退場） 

―――――――――◇―――――――― 

 

○教育長 これからご審議いただきます第７６号議案の別

添資料につきましては委員会終了後回収させていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

  それでは日程第３、第７６号議案を議題といたします。 

  庶務係長。 

○庶務係長 日程第３、第７６号議案 足立区子ども施設指

定管理者選定等審査会委員の委嘱について。 

  以上。 

○教育長 第７６号議案について、鳥山子ども家庭部長から

説明をお願いいたします。 

  子ども家庭部長。 

○子ども家庭部長 それでは別添の資料の３ページをご覧

いただきたいと思います。 

  件名、所管部課名につきましては記載のとおりでござい

ます。 

  子ども施設の指定管理者の選定につきましては、審査会

条例に基づきまして、精査等を行っているところでござい

ますが、審査会の委員１名が退任されました。新たに審査

会の委員を選出する必要がありますので、今回ご提出して

います。 

  諮問予定につきましては記載の認可保育所、それから認

証保育所をみずから整備し運営する事業者の選定、それか

ら指定管理者の評価ということで諮問をしてございます。 

  委嘱する方でございますが、市村智さんで、民生・児童

委員協議会の会長職務代理者でありますし、また人権擁護

委員もされている方でございます。過去には教育委員会の

元委員長をされていらっしゃいます。 

  委嘱期間でございますが、平成２９年１月４日から平成

２９年３月３１日までとなってございます。 

  私からは以上でございます。よろしくお願いします。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより本案の

審議に入ります。 
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  第７６号議案について、ご質問・ご意見がありましたら、

ご発言をお願いいたします。 

  何か質疑はありますか。よろしいですか。 

（なし） 

  無いようですので、これより第７６号議案 足立区子ど

も施設指定管理者選定等審査会委員の委嘱についてを採

決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者挙手） 

  挙手全員であります。よって本案は原案のとおり議決す

ることにいたします。 

 

  それでは、非公開の審議が終了いたしましたので、傍聴

人の方にお戻りいただくようにお伝えください。 

 

―――――――――◇―――――――― 

（傍聴人入場） 

 

○教育長 それでは次に日程第４、教育長報告を議題といた

します。 

  今回は先週閉会いたしました足立区議会第４回定例会

での質疑について私から４点ご報告いたします。 

  まず１点目、学校の適正配置・適正規模についてのご質

問です。 

義務教育という大切な時期に適正な児童・生徒数の集団

生活の中で、互いに認め合い、助け合い、競い合いながら

成長できる教育環境を整えることが子どもたちの学力向

上と人間力の育成の両面において大切なことである。学校

規模を適正化しつつ、つまずきがあったり、学力定着度が

十分でない児童・生徒に対しては個別指導など効果が発揮

できる取り組みを併せて行っていくという適正規模の新

基準についてのご答弁をさせていただいております。 

２点目は、ＩＣＴ教育環境の整備についてのご質問です。 

現在、区内小中学校３校において、平成２８年度東京都

公立小中学校ＩＣＴ教育環境整備支援事業の指定を受け、

タブレットＰＣ、電子黒板等の貸与、ＩＣＴ支援員の派遣

等により、ＩＣＴ機器を活用した授業や学習支援のモデル

事業を展開している。モデル事業終了となる平成２９年７

月には貸与機器、支援員が引き上げられるが、区としては

同等の環境を整備する方向で検討している。今後はモデル

校３校での取り組みについて効果検証を行った上で教育

振興計画に位置づけ、平成３０年度を目途にＩＣＴ整備計

画を策定したいと考えている。このように答弁させていた

だいております。 

３点目は育英資金についてです。今月から学識経験者も

含めた育英資金検討委員会を設置し、保証人だけではなく、

貸付条件である成績要件や貸付額も含め、今後の育英資金

のあり方について総合的に検討していく。予定としては年

度内に中間報告を、来年度第１四半期ごろまでには最終報

告をまとめ、見直すべき項目は速やかに改善を行っていく。

このように答弁しております。 

最後に４つ目ですけれども、不登校児童・生徒に対する

ご質問です。八王子市立高尾山学園については実際に学園

を見学し、不登校児童・生徒の学校への早急な復帰を目指

すだけでなく、生徒の将来を見据え、さまざまな体験を重

視した指導の重要性を感じたところである。今後不登校対

策の検討の中でその設置の必要性について考えていく。 

以上であります。 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

○教育長 次に報告事項、各課からお願いします。ご質問等

は全ての報告が終了してから一括して行うことといたし

ます。よろしくお願いいたします。 

 

最初に①について、杉岡教育政策課長、お願いします。 

教育政策課長。 

○教育政策課長 それでは、資料の１５ページをご覧くださ

い。 

件名、所管部課名は記載のとおりでございます。 

先般、教科書採択に係る教員等と教科書発行者との不適

切な接触等に係る服務事故が、都内公立学校において発生

しましたことを受けまして、２８年３月３１日に文科省よ

り「教科書採択における公正確保の徹底等について」が発

令されました。 

これを受けまして、東京都教育委員会に関しても利害関

係者との接触に関する指針を改正いたしましたが、これを
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受けまして、足立区教育委員会としましても、新たに指針

の制定をしたところでございます。 

１番、２番は記載のとおりでございます。 

３番、本指針の適用対象となる職員でございますけれど

も、東京都の教育委員会におきましては、対象者は都立学

校職員でございますので、それ以外にかかわる足立区立学

校職員等々、記載のとおりが対象となってございます。 

４番、主な内容は記載のとおりでございます。 

５番、施行年月日、平成２９年２月１日でございます。 

今後の方針としましては、この指針に基づき、１月の定

例校長会で報告をしまして、区立小中学校の職員の１人１

人にきちんと周知徹底を図るとともに、本指針をホームペ

ージで公表させていただく次第でございます。 

１６ページ以降は、関する指針をつけさせていただいて

おります。 

私からの説明は以上でございます。 

○教育長 続いて、②について、太田学校適正配置担当課長

お願いします。 

  学校適正配置担当課長。 

○学校適正配置担当課長 資料の２０ページをご覧くださ

い。 

  件名・所管部課名は記載のとおりでございます。 

  上沼田中学校と江北中学校の統合新校の校歌が完成い

たしましたのでご報告いたします。 

校歌のほう、作詞・作曲は福田洋介先生という、東邦音

楽大学の特任准教授であります。また、福田先生につきま

しては、２００８年に江北で開催されたふれあいコンサー

トで高野小の金管バンド、また上沼田中の吹奏楽部に「虹

をわたる翼」という曲の楽曲を提供してございます。大変

すばらしい校歌が完成いたしました。 

また、（２）統合地域協議会の開催状況ということで、

記載のとおり、来年２月９日に第１６回統合地域協議会、

最終回になりますが、予定してございます。 

今後の方針ですが、統合に向けたさまざまな課題につき

ましては、具体的な検討を今後も進めていくということで

ございます。 

報告は以上でございます。 

○教育長 次に③について、森学力定着推進課長、お願いし

ます。 

  学力定着推進課長。 

○学力定着推進課長 報告資料の２１ページをご覧くださ

い。 

件名、所管部課名は記載のとおりでございます。 

このたび今後の英語基礎力の定着や小学校の英語の必

修化・教科化への対応を見据えまして、外国語学部を有す

る明海大学との連携協力協定を結びまして、今後の足立区

の英語・外国語活動の充実に向けた施策・事業の充実を図

ることにいたしましたので、そのご報告でございます。 

協定先につきましては、明海大学。千葉県浦安市にござ

います。 

協定内容といたしましては、（１）から（６）、教科とし

ての英語及び外国語活動の充実と支援に関すること等に

ついて結びます。これに基づきまして、３に記載の事業を

予定してございます。 

平成２８年度、来年の３月まででございますけれども、

連携モデル校を設置いたしまして、英語の意識調査の実施、

分析、それから授業の支援を行います。さらには外国人留

学生との交流学習を予定しているところでございます。 

協定調印式については、２９年１月１１日、明海大学の

浦安キャンパスで締結いたします。 

なお、協定の有効期間ですけれども、平成３０年度末ま

でということで、以降１年ごとに更新することとなってお

ります。 

私からは以上でございます。 

○教育長 続いて④について、上遠野子ども政策課長、お願

いします。 

  子ども政策課長。 

○子ども政策課長 資料の２２ページをご覧ください。件名、

所管部課名については記載のとおりでございます。 

足立区子ども・子育て支援事業計画（素案）につきまし

て、パブリックコメントを実施いたしましたので、その結

果のご報告となります。 

パブリックコメントの実施期間は１１月９日から１２

月８日まで。ご意見が５名様から全体で２４件ほど寄せら

れたところでございます。 

本日は別添資料１を席上に配付させていただいておる

かと思いますけれども、こちらがその２４項目をまとめさ

せていただいたものでございます。 
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全体では大きく８項目に区分されております。例えばこ

の別添資料１の１ページの２番のところですけれども、ま

ず計画の内容に関することというところで全体で８項目

のご意見が寄せられております。 

この中で特に計画の中に反映することとした意見とい

うところで、まず１ページの№２の学童保育あるいは放課

後子ども教室に関することに関しましては、アンダーライ

ンを記載させていただきました部分を加えさせていただ

きたいと考えているところでございます。 

また、３ページになりますが保育の質に関することとい

うご意見を２点ほど頂戴いたしました。こちらにつきまし

ては前回ご提示いたしました素案でこの保育の質の部分

に関する記述が漏れておりましたので、そこに関してはも

う１つ配らせていただいております別添２の５８ページ、

それから６６ページというあたりに記載を加えさせてい

ただいております。５８ページ上側の「◆ 保育施設の整

備に伴う保育の質の維持・向上」という項目と、それから

６６ページにはトピックス的な形で現在策定を進めてお

ります足立区保育の質ガイドラインの記述を加えさせて

いただいているものでございます。 

それからあとは、こちらにいただいたご質問に対する区

の考え方は記載のとおりですので、後ほどご確認をいただ

ければと思います。 

別添２の本編も前回素案でお示ししました段階から大

分まとまってまいりましたので、何点か概要をご紹介させ

ていただきますと、例えば３０ページにございます成果指

標のところなのですけれども、前回この計画全体の成果指

標として、１番の、まず子どもたちに関する部分では、自

分にはよいところがあると思う子どもの割合、自己肯定感、

こちらを成果指標１とさせていただいて、成果指標２で子

育てを楽しいと感じる保護者の割合というような形を上

げさせていただいておりました。 

この２番の、楽しいと感じる保護者の割合なのですけれ

ども、子ども専門部会の委員さんからのご意見もございま

して、よいと感じる保護者の割合だけでなく、逆に子育て

を辛いと感じている、そこに関する指標もやはり確認をし

ておいたほうがいいのではないか、いいと感じる人ばかり

ではなくて、悪いと思う人もいる、いいと感じる人は増え

ればいいし、悪いと思う方はそこを低減していくような、

そういう把握の仕方をしたほうがいいのではないかとい

うご意見を頂戴いたしましたので、こちらに関してはよい

と感じる割合と、あとつらいと感じる割合の両方を併記さ

せていただいております。 

以降、それぞれ各事業ごとの項目につきましては、前回

の素案の段階ではまだ指標が入っておりませんでしたけ

れども、今回は各事業ごとに、とりあえず指標を入れさせ

ていただいております。まだ一部指標がまとまっていない

事業も若干ございますが、そちらにつきましては今後加え

させていただきたいと思っているところでございます。 

こちら定例会の報告資料に戻っていただきまして２２

ページでございます。 

２番の「今後の方針」といたしまして、こちらのパブリ

ックコメントあるいは子ども支援専門部会の委員からの

ご意見等を踏まえて、事業計画を確定させていきたいと考

えております。 

３番の「今後のスケジュール」でございますが、年明け

１月２３日には議会の文教委員会へこのパブリックコメ

ントの実施結果について報告をする予定となっておりま

す。そして２月２１日の教育委員会定例会で最終的にこち

らの子ども・子育て支援事業計画の案をご提案させていた

だいて、決定をしていただければと考えているところでご

ざいます。 

私からは以上でございます。 

○教育長 次に⑤について、松野子ども施設整備課長、お願

いします。 

子ども施設整備課長。 

○子ども施設整備課長 ２３ページをお開きくださいませ。 

件名、所管部課名は記載のとおりでございます。 

民間保育所をみずから整備して３０年４月１日に開設、

運営する事業者につきまして審査会の諮問を受けまして、

委託先を選定いたしましたので、ご報告です。 

選定日は２８年１２月９日の金曜日でございます。 

選定につきましては、東和・中川地域と中央本町地域で

１事業者ずつ選定を行いました。 

結果でございますけれども、２番になります。 

東和・中川地域につきましては、トイレの配置など図面

の再検討が必要ということで、次の審査会で改めて判定す

るということになりましたので、今回は見送りということ
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にさせていただきました。 

２４ページに中央本町地域の記載をさせていただいて

おります。 

こちらは株式会社モード・プランニング・ジャパン、中

央区に本社がある事業者でございます。既に認可保育園等

を運営している事業者でございます。 

場所は中央本町五丁目１番ということで、この区役所か

らちょっと北上しまして初めての交差点のところの角に

できるという予定になってございます。 

審査の評価項目は次の２５ページに審査内容とともに

記載をさせていただいております。 

今後の方針でございますが、議会にご報告しております

が、地元の町会・自治会それから事業者さんをお引き合わ

せしまして、まず地元の理解を得て、今後の住民説明会な

ども行っていきながら、３０年４月の開設に向けて取り組

んでいきたいと存じます。 

以上です。 

○教育長 次に⑥について、森田子ども施設運営課長、お願

いします。 

子ども施設運営課長。 

○子ども政策課長 では２６ページをご覧ください。 

件名、所管部課名は記載のとおりでございます。 

足立区内の小規模保育施設５施設及び家庭的保育事業

者１０名に対しまして、子ども・子育て支援法に基づく指

導検査を実施しましたので報告するものでございます。 

１番の「検査結果」でございますが、表に記載のとおり、

今回、いずれも文書指摘はございませんでした。助言事項

としましてはそこに記載のとおりのものがございますが、

既に是正されております。 

２番の「平成２９年度の予定」でございますが、［指導

検査］及び［立会支援］で記載の予定がございます。 

今後の方針でございますが、実施結果につきましては各

事業者の全体会におきましてこの助言事項等もフィード

バックして周知してまいりたいと考えています。 

また、１月の議会に報告いたしまして、今年度中に区の

ホームページで結果を公表する予定でございます。 

私からは以上です。 

○教育長 ありがとうございました。 

以上６件、報告がありましたけれども、これらについて

各委員からご質疑・ご意見がありましたらお願いしいたし

ます。何か質疑はありますか。 

小池委員。 

○小池委員 明海大学との連携協力に関する協定締結につ

いて、３番の「今後予定している事業」の（２）「教員の英

語・英語指導力の向上研修への協力」ということで、ぜひ

お願いしたいなと思います。 

足立区の学力調査でも英語の学力が数学や国語に比べ

て低いということと、それから私、中学校の授業を視察さ

せていただいて、同じ学校の同じ英語の授業なのに、教員

によってやはり指導力に差があると思います。やはりこの

教員研修を通して、各学校の先生方の授業力を上げていた

だきたいと思いますので、ぜひよろしくお願いします。 

○教育長 要望でよろしいですか。 

○小池委員 はい。 

○教育長 ほかいかがですか。 

  葉養委員。 

○葉養委員 同じ箇所なのですけれども、報道だと２０１８

年度から英語科の教科化については前倒し実施ができると

日経新聞に載っていました。実際にそうなるのかどうかと

いうことも含めて、準備がどの程度進捗しているか。 

小学校長会と懇談会をやったときに、私がついたグルー

プの校長先生方にその時数をどこで確保するのですかと

いうような話をしましたら、１人の校長先生は、文科省が

言っているように、１５分掛ける３イコール４５分、そこ

で１コマとるという発想は全く机上の空論だと思うとい

う話をされていました。週２時間ぐらいですよね、大体。

文科省が想定しているのが２時間ぐらいだと思うのです

けれども。 

その日経新聞に流れている２０１８年度から前倒し実

施ができるという報道の確かさも含めて、教えていただけ

ればと思います。 

○教育長 教育指導課長。 

○教育指導課長 前回の校長会において、中学年において外

国語活動の実施についてご説明をさせていただきました。 

モジュールに関しては、教育課程の編成権は校長先生に

ございますけれども、やはりモジュールで１５分単位で授

業を進めるというのは、なかなか厳しいだろうということ

は英語の検討委員会でも出ておりますので、基本は余剰の
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時間を最初は使わせていただいて、２０時間程度を取り始

めていく。そういうことを先に進めていくことで、あとは

先ほどのお話にもありました教員の指導力を向上させて

いくということですので、既に来年から計画的に、中学年

の外国語活動から進めていくというところで、今そういう

準備を進めているところでございます。 

○教育長 学力定着推進課長。 

○学力定着推進課長 併せまして、先生にご指摘いただきま

した２０２０年度までの学習指導要領の完全実施に向け

て、私どもからは、今、外国語活動アドバイザーがそれぞ

れの担任の先生と一緒に英語の授業をしながら教員の指

導力を鍛えているわけですけれども、それを２０２０年ま

でに段階的に今の２倍、３倍にしながら、その体制を整え

て２０２０年を迎える。そんな段階になってございます。 

○教育長 よろしいでしょうか。 

  葉養委員。 

○葉養委員 日経新聞の報道でちょっと理解できないとこ

ろがあって。２０１８年度実施ということは検定教科書が

用意されていないといけないですよね。そうすると２０１

７年度に教科書採択ということをやらないと多分スケジュ

ール的には２０１８年度実施にはならないのではないかと

単純に思うのですけれども、実際にどういう道筋を文科省

本省は考えておられるのか、もし情報がありましたら教え

てほしいということと、これはやっぱり特別な先生を配当

するということではないですよね。だから現在配置されて

いる学校の先生、５年生・６年生の担任の先生が基本的に

は指導する。もちろんＡＬＴとかの活用を図るとしても、

多分授業のコントロール権というのは教員免許を持ってい

る市教員しか法律上はできないので、そうすると小学校６

９校の５年生・６年生の担任の力というのが相当必要にな

っていくと思うのですけれども、対応の進捗ぐあいという

か、それも含めて教えていただきたい。 

○教育長 教育指導課長。 

○教育指導課長 先生ももうご存じのお話で言ってくださ

っていると思うのですけれども、教科書はまだ何も出てお

りませんので、それは当然、文科省、東京都から指示が出

て、それをもとに教科書採択を進めるということでござい

ます。 

ただ、当然ながら学力定着のほうもやはり５・６年の教

員を中心に力がないと授業ができませんので、そういう点

では英語の分科会であったり、区小研、区中研が英語に関

して合同で研究をしておりますので、そういう形で進めさ

せていただいております。 

特にまた外国語活動に関しても、これは区小研等でお力

のある先生がたくさん今育ってきております。ただ、英語

に関してはただ英語を覚えるということではありません

ので、会話等については、これは区としても研究をして、

早い段階で先生方に研修の機会を設けていきたいと考え

ております。 

○教育長 よろしいでしょうか。ありがとうございました。 

  ほかはいかがでしょうか。よろしいですか。 

（なし） 

  無いようでしたら、以上で報告事項を終了いたします。 

  全体を通して何かありますか。よろしいですか。 

（なし） 

無いようでしたら、以上をもちまして本年第１２回足立

区教育委員会定例会を閉会いたします。お疲れさまでした。

ありがとうございました。 

午後５時３２分閉会 
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